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春、四月 。瞳を揮かせなが勺、真新Lいラ/ドセ

ルを背負って、元気に畳校する新 l年生。相11小学校

の入学式が行われたこの自の朝、お母さんに付き添わ

れた女の子が 「神)11楠』を渡ってきた。

大正時代、山本鼎の指導のもと、児童自由d語教育、

そして農民美術の尭祥の地となった神111小学柱。校門

のわきには、 『自分が韮接感じたものが尊L、。そこか

ら種々の仕事が生れてくるものでなければならないー

鼎』と周られた、山本鼎先生顕彰碑が静かに建ってい

る。そして今年、現在の場所に開校 Lて100閣年を迎

える神111小学校には、 89人の子どもたちが入学Lた。

正門のすぐ前を通るのが、旧北国街道。千幽川と神

した

ー'・ーっ@

川町合流占に程ちかいこのあたリは、古くから往来の

盛んなところであったそうだ。昭和27j.手に現在の国道

18号が完成するまでは、この通'1に乗リ合、、パスも走っ

ていたという。

「この神川橋は以前は木橋で、丸太町橋脚のよに板

を揖'1、土をか，.せただけの簡単な構造。戦後だけで

もニ回大雨で流されたのを覚えています。そしてその

二度ども、流される瞬間を目繁Lました」ど、岩下町

自治会長で、近くに佳む有賀良春さんは、神川構の思

、、出を語ってくれた。

神川橋1;1.、昭和44;手にコンタリ ト製の橋に架け替

え勺れ、朝夕l;t通草地の皐がひっきリなしに通っている。

援婦(:関する写真話題を募集一市内にある舗とその周辺に関する古い写真、ユニーク盆エピソードや伝鋭のある揖がありましたら、総書限広報担当までお客ぜ〈ださい.

〈再生紙を使用しています〉
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消費税率の改正により

水道料金・下水道使用料などが
変わります

水
道
料
金
町
改
定
は

4
月
使
用
分
か
ら

で
す
が
、
経
過
措
置
に
よ
り
、

4
月

1
日

よ
り
前
か
ら
継
続
し
て
使
用
し
て
い
る
か

た
は
、

6
月

1
日
以
降
の
検
針
八
万

(7
月

)内は旧料金

水量(.1) 水道料金(円} 水量(旬。 水泡糾金(円) 木監011 水道料金(門〉 植 (.。 水道料金〈門) 摘 {晶 水遇制金〈内)

11 ¥，517 0，4回) 21 2，257 (2，214) 31 3，517 (3，4回) 4( 4，777 (4，印刷

12 1，槌50，555) 22 2，掲3(2，お8) 32 3.643 (3，574) 42 4，903 (4，810) 

13 1，653 (1，622) 23 2，日9(2，461) 33 3，769 (3，697) 43 5，0羽 (4，933)

。
14 1，722 0，図的 24 2，閃5(2，585) 34 3，関5(3，821) 44 5，1日 (5，057)

t制9 15 1，7叩(1，756) 25 2，761 (2，7凶) 35 4.021 (3，桝4) 45 5，281 (5，1加)

(1，421) ， 16 1，8国(¥，823) 26 2，飽7(2，832) 36 4，147 (4，剖渇) 46 ~ 5，407 (5，304) 

10 17 1，926 0，民泊) 27 3，013 (2，956) 37 4，213 (4，192) 47 5，日3(5，4泊)

18 1，995 (1，957) 28 3，139 (3，079) 38 4，却9(4，315) 48 5，659 (5，551) 

19 2.063 (2，023) n 3，265 (3，203) 39 4.525 (-1，439) 49 5，7田 (5，675)

20 2，131 (2，民同} 30 3，391 (3，326) 40 4，651 (4，田2) 関 5，911 (5，7'弼}

2か月].市営水道料金早見量 [口置13岨・税込み、

末
納
期
分
)
か
ら
新
し
い
料
金
と
な
り
ま
す

(4
月

1
日
以
降
に
捌
栓
し
た
場
合
は、

4

月
検
針
八
万
か
ら
新
料
金
に
な
り
ま
す
)。

ま

た
、
加
入
金
は

4
月

1
日
か
ら
斬
料
金
に
な

り
ま
す
。

今
回
の
改
定
に
つ
い
て
は
、

2
月
ロ
日
に

上
聞
市
水
道
料
金
審
議
会
に
審
蟻
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
帯
犠
告
で
は
、
で
き
る
だ
け
値

上
げ
を
し
な
い
で
経
世
田
節
減
を
さ
ら
に
進

め
て
ほ
し
い
と
由
意
凡
も
あ
り
ま
し
た
が
、

現
行
料
金
中
ま
ま
で
消
費
組
改
正
分
を
賄
う

こ
と
は
困
難
な
た
め
改
定
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
該
当
地
区
に
配
布
す
る

『
水
道
料
金
表
』
を
ご
監
く
だ
さ
い
ロ

マ
問
い
合
わ
せ

上
聞
市
水
道
局
計
画
管
理

課

(8
1
B
5
2)

園市営水道料金裏 [2か月]

量水器の 水量輯金

日径
基調伝斜金

水盤

13.固 1，380円 1 m~ 10m 。門

11n『dTff ~201nd yf f 65門
20圃圃 2，940円 21 nt~ 60 120円

61 nt~ 1 00 135円
15圃圃 4，340円 10 1 m~ 144円

30・田 1 82 04 46 00 門内40圃圃
50.圃 20，860円 1 rtf~ l 00m 135円
75.圃 46，340円
1凹輔 76，120円 101 nI~ 144門
125.圃 113，740円
150.圃 163，260円

に

水温純金'" この斜会議で.，包した・に105/100を最じて得た
舗に'.リます (同乗謝切総て).
(肘屡例)口径が"・・で、使用水量が2か月で40"，の吻合
(10rrl X65門+20rrlx120同+1.380月)Xl05/1∞・‘651問

『
姉
妹
都
市
選
定
に

つ
い
て
の
報
告
書
』

竹
下
市
長
に
提
出

[21 16 4 

英
語
閣
の
蹄
峠
都
市
選
定
を
検
討
し
て

き
た
海
外
友
好
提
携
都
市
選
申
妻
良
会
は
、

3
月
却
日
幽
に
ハ
ン
ツ
ピ
ル
町

(カ
ナ
ダ
)

と
ロ

l
リ
i
市

(
ア
メ
リ
カ
)
の

2
郷
市

を
候
補
に
交
流
を
始
め
る
よ
う
提
言
し
た

報
告
書
を
、
竹
下
市
長
に
拠
出
し
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
、

2
都
市
と
ま
ず
吏
読
活

動
を
開
始
し
、
市
制
印
周
年
な
ど
の
記
念

白
年
に
友
好
提
携
の
調
印
を
す
る
申
が
望

ま
し
い
と
し
て
お
り
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
要
望
の
強
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ

い

て
は
、
情
報
の
曹
積
と
気
運
白
高
ま
り
を

待
勺
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

広4冒ラ~E9，

-
ハ
ン
ツ
ピ
ル
町
A
a
H

ナ
ダ
}

ト
ロ
ン
ト
か
ら
北
へ

2
0
0
岡
、
高
速
道
路

で
2
時
間
・
北
海
道
と
周
じ
練
度
・
気
温
は
1

月
が
マ
イ
ナ
ス
叩
℃
、

7
月
が
同
℃
で
、
年
間

降
水
量
は
9
9
3
刷。

湖
と
窓
の
風
光
明
び
な

自
然
環
療
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
自
然
保
隆
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
湖
の
水
が
飲
め
る
ほ
ど
き
れ

い
。
人
口
1
8
0
0
0人
の
町
で
、
人
ロ
は
増

加
傾
向
に
あ
る
・

-
ロ
l
リ
1
市

{ア
メ
リ
カ
合
-m
園》

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
南
東
鰯
ノ
l
ス
カ
ロ

ラ
イ
ナ
州
の
州
毎
で
、
上
園
市
と
ほ
ぼ
同
一
の

鎗
度
に
位
置
す
る
。
平
鈎
気
遣
は
ほ
日
℃
て

a司

年
間
降
水
量
は

1
2
7
2
聞で、

3
月
中
旬
に

桜
の
花
が
讃
聞
に
な
る
。
人
口
は
四
万
人
を
超

え
る
都
市
で
あ
る
が
、
市
街
地
は
そ
れ
ほ
ど
大

き
〈
な
〈
.
住
宅
地
や
工
絹
地
絡
が
、
局
辺
の

木
立
ち
の
中
に
点
在
し
て
い
る
。
緑
畳
か
な
、

落
ち
着
い
た
制
御
命
。



-
新
料
金
の
適
用
時
期

平
成

9
年

4
月
使
用
分
か

ら
適
用
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し、

3
月
別
日
以
前
か
ら
引

き
続
き
使
用
し
て
い
る
か
た

は
、
日
月
以
降
納
入
分
か
ら

新
料
金
と
な
り
ま
す
。
左

査
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
、

口
径

m
m以
上
白
料
金
な
ど

は
、
該
当
地
区
に
配
布
す
る

『料
金
改
定
の
お
願
い
』
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

県
合
筆
吾
周
・

上
回
水
道
管
理
事
務
所
(
圃

@
2
1
1
0
)
 

2基本料金

l 量水器の
基本水量

水量

口径
料金 越える

1 ~Iこコぎ

13，・ 20ばまで
2.4却円
(1.2伺)

1関門

20 40 5関。

.県宮水道料金衰(2か月)

( )内"生活保讃世帯および匂子震庭用

下氷道使用料金簡易計事式む臨費税含む〉

05 (1 41円×使用水温-256円)x 1 1 41円

05 2 1 6門)x 1 (157P::j)<使用水量 1 1 57門

05 81 6門)x 1 (1 73門×使用水量 2 1 73円

05 61 6門)x 1 什 82門×使用水畳一4182円

05 81 6門)x 1 (199門X使用水量 14 199門

17~以上60

6 1 ~以上 1 00 

1 0 1 n/以上200

201rri以上600

館
過
料
金

(1
J問に
つ
き
V

601rr1以上'000

{計擁例〕使用水畳が 2か月で 40 ~の楊合の使用料〈門釆瀦"切り槍て)
(1 4 1門x40rr/←256門)x1. 05=5. 653門
ー新料金の適用時期は、市営水道と同じです。

.農業聾落排水施股憧用料金簡畠計草式 (2か月)

良重集落排水施陸使用料金裏 (2か月)
昆葉集落排水施股使用料金簡易計算式 (消費税含む)、¥、 水量 料金

基本科会 16 ~以下 1‘ 900円 ，. 900円x1. 05 
17 "，以よ 60 ~以下 1 33円 (1 33円X使用水量一228円)x1. 05 

6 1 ~以上 100 01以下 146円 (' 46円x使用水量一1咽 008円)x 1 05 

( d 1 
， 0 1 n?以上200n/以下 1 54円 (' 54円x笹用水量一 卜 808円)x 1 05 

20 1 nf山上600，，/以下 1 57円 (1 57円x笹用水量一2.408円)x 1 05 に

つ
〉き 60101以上lOOOn/以下 1 64円 (' 64円X使用水量一6.60 B円)x 1 05 

l001nt以上 1 67円 (1 67円x使用水量 9咽 608円)x1.05

〔計算例}使用水量が2か月で 40 ~の鳩合の使用料(円未渇"切り捨て〉
(1 33円x40nf-228内)><1. 05=5. 346門
:新料金の適用時期ぽ、市営水道と閉じです.

町一マ
問
い
合
わ
せ

秘
書
課
(
困
1
1
1
5
)

新

我22
委主
忠E
夫お

さ
ん

内
藤
尚
教
育
長
の
退
任
に
伴
い
、

3
月

定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
我
妥
忠
犬
さ
ん

の
教
官
蚕
員
選
任
案
が
同
意
さ
れ
、

4
月

l
口
付
け
で
市
長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
同
日
、
臨
時
教
育
委
員

会
が
聞
か
れ
、
教
育
長
に
我
委
教
育
委
員

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
問
年

ロ
月
初
日
ま
で
で
す
(
詳
し
く
は
、
教
育

う
え
だ

4
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
)
。

退
任
さ
れ
た
内
藤
尚
さ
ん
に
は
、
上
田

市
町
教
育
行
政
の
発
展
白
た
め
に
多
大
江

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
事
業
管
理
者
の
高
橋
邦
夫

さ
ん
が

3
月
出
口
に
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
邦
夫
さ
ん
に
は
、
上
岡
市
の
水
道
事

業
発
展
の
た
め
に
多
大
な
ζ
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

16 4 広務ラZ万9.【3l



l-l 市役所直腸mm.
回廊410-

情報長野大学技学習tンタ聞前期講座 事集期周 4月初日術まで問い合わぜ長野大学生涯学習
センター唖掛∞7)

ゴールデンウィーク
連休申@Zみ収集

み

受"入れ

み

休

休

ごみ収集

み

み

み

休

休

休

日月

交
流
を
深
め
よ
う
/

女
性
海
外
派
遣
研
修

••• 
世
界
の
女
性
た
ち
と
の
空
疏
を
図

り
な
が
ら
海
外
の
女
性
の
現
状
を
知

り
、
幻
世
紀
を
展
望
し
た
国
際
的
視

野
で
女
性
問
題
を
考
え
る
機
会
と
し

て
、
海
外
派
遣
研
慢
を
実
施
し
ま
す
。

ヤ
主
催

国
際
婦
人
教
官
H
娠
興
会

マ
派
遣
国
と
日
程

ド
イ
ツ
・
オ
ー

ス
ト
リ
ア
叩
月
初
日
1
U月
9
目、

ロ
シ
ア

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
川
月
凶
日 問い合わせ/環境量務課(恒臨細666)

献血にご協力をノ
信州大学総網医学部

NTTよ図支底

JA信州うえだ

中纏図支所

畏野県畏野俊術

専門枚よ因分絞

ーよ図保健所環境衛生血(圃防'7150)

午前10時~正午5月6日肉

午前10時~正午4月24日附|
午後1時-3姥30分

午

時

一

拡
一向糊

時

晴

一
一
昨
日

前

後

一
午

午
竺

4月初日制

i
u月
l
日
、
イ
ン
ド
叩
月
お
日

i
u
月

6
日

、

デ

ン

マ

夕

刊

月

日
日

1
叩
月
凶
日
(
な
お
、

2
池
3

日
の
事
前

・
事
後
四
研
惇
舎
も
開
催

さ
れ
ま
す
)

マ

経

費

等

各
国
と

も
約
拍
万
円
程
度
(
市
よ
り

2
名
に

限
り
、
加
万
円
ず
つ
白
補
助
金
を
支

給
し
ま
す
)

マ

由
申
し
込
み
締
め
切

り

4
月
初
日
同
マ
書
加
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
企
画
課
女
性
政

輩
担
当
(
困
l
2
2
4)

お
産
の
不
安
を
解
消

母
親
学
級
へ
ど
う
ぞ

••• 
お
産
に
対
す
る
不
安
を
和
ら
げ
、

安
心
し
て
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み

育
て
て
い
く
た
め
白
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
の
が
母
親
学
級
で
す
。

予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
直
接
お
出

l速体中のプラネタリウムの鐙髭 ] 

1>とき 5月3日出-5日間 (午前日時
/午後1時四分/午後3時) 1>入場料

一般260阿・学生210阿 (小中学生は
無科)

l119固星野県毘畏釜衝連合会作品展 自

1>とき 5月3目出-16日間 1>入場

無料

l鍾字映画会『杜字奉，rありと者りぎりすJ， 
bとき 5月4日間 ・5日間 (午前1C時

/午後2時30分) 1>定員各回50名 (先
着順) 1>入鳩料 無料

l軍 Z主曙目宇宙施股の開惣 〔塁審加罵斜1， 
1>内容 巨大すい且/ヘ ル ・ポップの

正体 pとき 5月10日出午前川崎~正午
l箆 Z主曜 日・ 第 4土曜 日『施盤無料開放J， 
5月10日と同24日は小・中学生の児童生

徒と同伴の保護者のかたは、 プラネタリウ

ム・民俗資料館、体育館が無料になります。

2 

3 

4 

か
け
く
だ
さ
い
。

V
対
車

妊
娠
中
の
人
(
出
産
予

定

日

平

成

9
年
目
月
ま
で
)
マ

と
こ
ろ

塩
悶
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

(冊窃
3
1
4
9
)

マ
時
間

午

後

1
時
加
分

1
4時
ま
で

(受
付
は

午
桂

1
時
か
ら
)

マ

持

ち

物

母

子
健
康
手
帳

・
筆
記
用
具

(
3回
目

は
、
ハ
ブ
ラ
シ
・
コ
ッ
プ
・
手
鏡
を

持
寄
)

マ
モ
の
他

テ
キ
ス
ト
代

5
0
0円
マ

問
い
合
わ
せ

塩
印

支
所
(
胴
窃

3
0
0
0)

一
↑

パ叩
『

一
一
ヲ
建

一
山

配

れ

一

ι

一
一

団

副

一
必

噌

一
制

官

一
入

一
向

ノム

一
一

J
t
一
酒

μ
一
ぉ
瓜

の

一
暗

ト

ー

一
一

川川
町

一
即

陪

一
位
団

一
昌

問

判

事

一
S
一
代

の

一勧
同

一
灘
小
釦

一
風

一
匹

メ

清

一
附

一
昨

川

一酌

山

一
E
E
E
聞
i
l

日
制

駅
二
泊
訪
肩
州
一訪
問
川

ヨ

一

一
場

急

ムv
岬

一
配

h
一
十引
慣

H

h

E
一

一
己

勘

ち

い

一
船

駅

一一ーー

潰

霊

の

「

」
品
川
一
品
川
w
一
期
加

一
品

明

一
川

官

級

一

一
岬

岨

川

崎

刷

制

学
瓦

一
相

由

阻

旧

旧

t
 

暗
一l
J

一
月

月

月

月

月

R
 
圃
副

5 
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bとき 5月22日嗣・同23日幽(午前9時~午
後4時四分) C>と二る 市民会館二階会議室

b責絡防火審理業務を行うことのできる曹理的
な立楊にあるかた C>定員 1 00名(先珊順〉

C>畳璃料会員3500円、非会員5000円
C>iIiし込み期間 4月21日伺-5月16日幽 b 
'*'し込み消防本部予防E軍司IL'@O029) 

あ
な
た
の
『意
見
』
を

道
づ
く
り
に
反
映
/

••• 
題
設
省
の
諮
問
横
閲
・
道
路
審
議

会
で
は

『
幻
世
紀
の
生
活
と
み
ち
を

考
え
る
委
貝
会
』
を
設
け
、
道
路
計

画
の
基
本
的
な
考
え
方
の

「中
間
と

り
ま
と
め
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
す
る
、
あ
な
た
の
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
建

設
省
長
野
国
道
工
事
事
務
所
調
査
課

(圃

0
2
日
l
2
6
4
1
7
0
0
6)

・
長
野
県
道
路
建
設
諌

白

0
2
6

2
3
5
1
7
3
0
5〕
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
応
募
期
限

5
月
初
日

ω
マ
イ

ン
タ
ー
ネ
y

ト
で
閲
覧
で
き
ま
す

Z
苔

¥

¥
宅
建
毛

z
a
a
N
ご
-
2
0
一ごも

安
全
運
転
を
目
指
し
て

セ
ー
フ
テ
ィ
ニ
フ
リ
l

••• 
5
人

1
組
で
、
無
事
故

・
無
違
反

1
00
日
間
事
白
掃
す

「セ
ー
フ
テ
ィ

・

ラ
リ
1
」
の
書
加
チ
1
ム
を
募
集
し

ま
す
。
期
間
中
無
事
故

・
無
違
反
だ
っ
た

チ
!
ム
に
は
記
念
品
を
贈
呈
。
さ
ら

に
抽
選
で
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し

ま
す
。

相の
5月

会場など

生活環境課

(窓庁舎1階)

持日

殴

談

人権・悩みごと綱談

相

名

律 相
(予約制)

建物

観相

土地

2長

社会福祉協畿会

("."， 0' 0) 

談

談

談

相

相

相

題

と

問

政

』

地

配

民

行

.l.' 

南部保育銅綱談建

(倉@30 9 6) 

母子・

高年齢者職業繍肢

マ
主
催

長
野
県
交
通
安
全
運
動

推
進
本
部
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ラ
リ
ー

速
昌
委
只
会

マ
実

施

期

間

日

月
1
日
聞
か
ら

9
月

8
日
開
ま
で
由

1
0
0日
間

マ
尊
重
期
間

4
月

初
日
附
ま
で

マ
事
加
料

3
5
0

0
円

(
5人
の
無
事
故
無
違
反
証
明

手
数
料
)

マ
書
加
要
件
県
内
に

在
住
ま
た
は
勤
務
し
、
自
動
車
運
転

免
許
証
を
持
つ

5
人

1
組
の
チ

l
ム

(た
だ
し
、
平
成

9
年

6
月

1
日
現

在
で
お
歳
未
満
の
人

・
臼
歳
以
上
由

人
・
女
性
の
い
ず
れ
か
を
含
め
る
こ

と

)

マ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

交
通
対
策
課
ロ
困
1
5
6
2
)
ま

た
は
県
庁
交
通
安
全
対
軍
室
(
咽

0

2
日
i
2
3
5
1
7
l
7
4)

お
年
寄
り
の
『ぼ
け
』

に
つ
い
て
の
相
談
会

---
V
と
き

4
月
お
日
幽
午
後

1
時

3
同
4
時
加
分

マ
と
こ
ろ

高
齢

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
市
磐
城

3
T
自・

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
西
憐
り
)

マ

相
談
担
当
者

国
立
小
諸
療
聾
所

・

堀
内
静
子
さ
ん

マ
相

絞

料

無
料

マ
由
申
し
込
み

個
人
相
談
で
予
約

制
で
す
。
相
談
希
望
の
か
た
は
、

4

月
お
日
附
ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。
マ
問
い
合
わ
せ
上
田

市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

崩
叫
⑫

4
l
2
6
)
 

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

5
月
開
蝿問機
座

マ
封
量
事
業
所
等
に
勤
務
す

る
担
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年

マ

由
申
込
方
法

4
月
羽
田
閣
か
ら
5

月
1
日
嗣
ま
で
に
、
勤
労
青
少
年

ホ
i
ム
(
消
防
本
部
前
・

E
@
7

1
1
7
}
ヘ
聖
晴
料
を
謂
え
て由申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の

畳
け
付
け
も
し
ま
す

守
畳
付
時

間
午
後
零
時
担
分
か
ら
午
後
9

時
(
日
曜

・
担
日
は
休
曲
目
)

マ

畳
間
料
パ
ソ
コ
ン
教
室

1
2

0
0円
、
そ
の
他
の
教
室

1
8

0
0円
、
他
に
利
用
者
協
輔
会
費

5
0
0円
、
教
材
費
が
必
要
で
す
。

硬
式
テ
ニ
ス
時間
習
会

参
加
者
募
集

マ
活
動
時
間
毎
週
月
曜
日
午

後
6
時
担
分
i
同
9
時

マ
期
間

5
月
ロ
日
1
叩
月
末

マ
対
象

，
業
所
等
に
勤
務
の
四
揖
ま
で

の
勤
労
青
少
年
(
初
心
者
)

マ
申

し
込
み

5
月
1
白
岡
1
5
月
2

日
樹
ま
で
に
聖
暗
料
を
軍
え
て
勤

労
青
少
年
ホ
l
ム

ヘ

マ
畳
間
科

9
0
0
0円

マ
定
員
曲
名

(
先
珊
順
)

4 活，ti~回一奏会包1.吸お~ぬ"その他.'1Uト抵.
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14月2!日間「本祭りJ(空間2TE中央輔副j)
お山の天王 (祇園車の山車)、房山海子の行列や、 真

田幸村公置に俳橿の若林獲さんをお迎えし、 真図古式説

法、松代耳目槍置り行列、諏訪長持ち行問、花尊臣、時代

桂巻などが加わり、より華やかな莫図武者行列を開催。

他にも市内あちこちで、さまざまな催eが開催されます。
なお、市街地はまつりの開催にともない主通規制炉実

掘されます。ご迷惑をおかげしますがよろしくお願いし

ます。

.問い合わせ

直ゆ4500、
車問まつり実行垂員会 t上困問工会誼所
市置所輯光韓国防5408)

B 

豆!itQ{f.幽緬，;..二正盗事千腕四千岨1間前ホ'A衣
3月25日に国土庁から平成9年の地
価公示が発表されました。地価公示は

都市計画区域内の各地域で標準的な使

われ方をしている土地を選んで、その適

正価格を公表し、県が行う地価調査

(10月頃公表)とあわせて土地を売買す
る際の目安にしていただくものです(今

回から、市内白地価公示白標準地が1
か所増えて7か所となりました)。
・地価公示が閲覧できます
棟準地の地価、原準地が接する道路

の種類、幅貝、標準地周辺白士地利用
状況などが記載された関係書面が閲覧

できます。

b閲覧場所市役所用地住宅担当(本
庁舎4階)、塩田 ・川西 ・畳殿由各支
所、市立図書館

・平成9年地価公示結果

『国
民
健
康
保
険
』
の

給
付
な
ど
一
部
改
正

••• 
-
葬
祭
費

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た

か
た
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
人

白
葬
祭
を
行
う
か
た
に
対
し
、
葬
祭

料

H
(5
万
円
)
を
支
給
し
ま
す
。

平
成

9
年

4
月

1
日
以
桂
の
死
亡
し

た
か
た
に
適
用
し
ま
す

(
こ
れ
よ
り

前
回
死
亡
に
は

3
万
円
を
支
給
)
。

・
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
金
引
き
ょ
げ

マ
対
象
者

お
歳
以
上
の
市
民
で

国
保
加
入
者
、
ま
た
は
国
保
加
入
者

以
外
で
も
助
成
制
度
白
な
い
か
た
や
、

左
圭
の
補
助
額
よ
り
下
回
る
給
付
を

う
け
て
い
る
か
た

マ
申
摘
に
必
要

な
も
の

検
査
費
用
領
収
容
、
健
康

保
険
証
、
印
量
、
口
座
番
号
の
わ
か

る
も
白

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年

金
諜

〔包

1
3
6
2)

-人間ドック繍助金

i¥ 
平成9年4月1日
以後の受惨者
{平成9年3月31
日以前の受診者)j

25000円

J 
(200日日円〕

li 13000円
|よ
(10000円)

公
共
下
水
道
新
た
に

ロ
ヘ
ク
タ
ー
ル
供
用

ー

••• 
平
成

B
年
産
新
た
に
供
用
を
開
始

す
る
区
壊
が

3
月
白
日
付
け
で
告
示

さ
れ
ま
し
た
ロ

今
回
告
示
さ
れ
た
主
な
区
域
は
、

踏
入
、
常
入
、
新
田
、

上
川
原
柳
町
、

日現夜企降下落〉

用地住宅担当(困1703)

(価絡は平成9年 1月

国
分
、
上
沢
、
下
堀
、
染
呉
長
島
、

分
去
、
大
湯
、
院
内
、
上
手
な
ど
の

一
部
で
面
積
は
、

1
1
2
・
3
2
h

で
す
。
こ
の
区
域
の
図
面
な
ど
は
、

水
道
局
計
画
管
理
課

m市
役
所
1
階
)

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

-
水
洗
化
工
家
は

一
日
も
早
〈

告
示
さ
れ
た
区
境
の
皆
さ
ん
は
、

法
令
に
よ
り
、
告
示
の
日
か
ら

6
か

月
以
内
に
台
所
・
ふ
ろ

・
洗
面
所
な

ど
の
排
水
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
た
め
由
設
備
を
新
設
し
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

(
ト
イ
レ

の
水
洗
化
に
つ
い
て
は

3
年
以
内
)。

.
建
股
工
事
に
ご
協
力
を

下
水
道
官
布
設
工
事
な
ど
に
よ
り
、

開
時
地
区
白
皆
さ
ん
に
は
通
行
止
め

な
ど
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
工
事
の
日
程
は
、

自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
連
絡
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

計
画
管
理
課

(困
1
5
3
6
)

問い合わせ

-

|

一
不
用
置
に
な
っ
た
も
の
、
ほ

凹
画
一
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し

E、

H
H
一
生
活
環
梼
課
(
内
線
1
3
9

困層由

一8
)
へ
ご
連
絡
を
。

不
用
品
の
授
録
に
つ
い
て

u、
す

べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
畳
録
期
聞
は
6

か
月
聞
は
そ
の
ま
ま
在
録
し
ま
す
。

マ
介
瞳
周
ベ
ッ
ド

マ
パ
イ
プ
ベ
ッ

ド

マ
カ
ウ
ン
タ
ー
マ
学
習
飢

マ
食
卓
テ
ー
ブ
ル
(
い
す
2
抑
付
き
)

マ
卓
球
周
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

マ
ス

キ
1
ウ
ェ
ア

(
男
性
用
1
7
5
m〉

マ
ヌ
キ
}
セ
y

ト

(男
性
用
、
仮

1
8
F
a
m
-
線開
μ

・5
伺
)

マ
ス

キ
ー
セ
ッ
ト
(
女
性
用
、
阪
1
7
0

掴
・
純
白

o
a
)

マ
ね
こ

mト

イ
レ

マ
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ

(1
8

5
I
R
H
1
6
P
R
)

マ
綿
フ
ト

ン

マ
中
学
生
制
服
(
女
砂
防
用
ス
ラ
ッ

ク
ス
)

マ

ス
ク
!
ル
水
沼
(
第
一

中
学
佼
使
用
品
)

マ
ベ
ビ
1
サ
ー
ク
ル

マ
チ
ャ
イ

ル

ド

カ

シ

ト

マ
ペ
ヒ
l
パ
ス

マ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

マ
掃
除
機

マ
屯
子
レ
ン
ン

マ
洗
泌
慢

マ
都

市
ガ
ス
用
オ
プ
ン

マ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ

ド
マ
盤
い
す

マ
艶
理
た
ん
す

マ
本
棚

マ
大
人
周
剣
道
防
具

一
式

マ
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
靴

(幻

S
悶

哩

マ

ラ

ン

ニ
ン
グ
マ
y

ン

マ
ロ
ン
グ
コ
ト

マ
犬
小
屋

マ
ネ
ク
タ
イ

マ
エ
レ
ク
ト
1
ン

マ
下
ど
も
用
自
転
車
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『サンデーうえだJUCV(上田ケーブルビジョン)で触映
毎週日曜日 6時・9時・正午・15時・19時・22時の6目般道
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-a-長.，
e

マ
政
策
錐
退
却
多
事
録
財
団
法
人
上
回
布
地

滋
鑑
奥
富
，
集
団
派
遣
《
教
育
次
長
》
束
井
俊

雄

V
政
策
鋒
温
部
総
合
担
盤
多
夢
《
土
木

謀
長
》
下
“
州
事
経
マ
豊
島
思
支
所
長
《
昼
政

館
長
》
山
‘
晴
康
マ
塩
図
支
局
長
《
鍵
務

鴎
畳
》
前
沢
憲
一

V
川
西
支
所
長
《
楓
会

.
，
務
局
事
盟
開
局
長
》
清
水
健
吾
マ
財
政
包

E
R
《
財
政
院
長
》
震
井
孝
マ
商
工
舗
眼
光
毎

E
R
《
商
工
線
長
》
須
庫
高
彬

v
a政
g
E
R

n
線
"
"
銀
長
》
小
体
隆
利
マ
・
市
盤
-
-

E
R
《
鶴
市
計
画
院
長

v
g
R量
マ

鐙

E
-

E
R
《
商
工
姐
眼
光
M
E
Z
R
V
ゆ
沢
宮
a

m

V
水
道

局
長
《
毎
布
製
鋤
細
部
長
》
大
弁
戸
在
乎

V

.
皿
金
書
.
務
局
夢
務
馬
E
R
ハ
建
鍛
a
'
E
R
》
小
体

撃

事

マ

教

育

次
E
R
《
凶
・
働
問
a
R
象
点
字
国

奮
働
局
長
》
宮
下
明
彦

-
鐸
ER

主
総

マ
政
策
樋
抱
抱
進
銅
鶴
郡
付
盤
嫌
宋
財
団
迭
人
土
図
主布
叩
地
ω
媛喝

佐
楢
偉
障
圃
興
首
.
-
.
朱A

周叫鳴川巴叩泡'咽唱岨〔悌判陪帥也』但-鋼踊.-"【岨限
E
震》

m

開.

次
マ
陥
憎m組
姐
司
姐
錐
鬼
温
個
棋
慎
.
長
震
《
企
画
伺
操
瞬
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T畳付時間 ①乳幼児健康診査 (4か月児 ・10か月
児 ・1蹴6か月児 ・3歳児) 午桂l時-2時②2

歳児教室午後1時-1時15分 b持ち物 ①乳幼児
健康器査母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、

おむつ、赤ちゃん手帳、歯ブラシc1歳6か月児)0 1 

歳6か月児は、赤ちゃん手帳の中にある健康診査票に

記入してお持ちください。 3歳児は、健康器査票と視

聴覚検査のアンケートをお送りしますので、ご記入白う

え、お持ちください。また、尿検査白容器もお持ちくだ

さL、。 ②2歳児教室 歯プラゾ、コ γプ、おやつ代

(実質〕

・保健センタ

恒'1162日.5月の乳幼児健康診査・教室
保健診tt

健康推進課

健車診査 実施日 生年月日

4ヵ月
5月6日 8.12.16-12.31 
5月20日 9.1.1-1.15 

10ヵ月
5月13日 8.6.16-6.30 
5月30日 8.7.1-7.15 

1歳6ヵ月
5月7日 7.10.16-10.31 
5月29日 7.11.1-11.15 

3揖
5月2日 6.4.1-4.15 
5月28日 6.4.16-4.30 
5月8日 7.2.1 -2.15 
5月16日 7.2.16-2.28 

(市役所南斤舎2階)

-111西社会福祉センター (塩園地区・川西地区)

4カ月 "C"^~ I 8.12.16-9.1.15 ，. 5月238 トニずぞ七二士三ニ10カ月 ... HJ'-vU 8.6.16-7.15 

1揖6ヵ月 I 5月27日 7.9.16-11.15 
※塩団地匡・川商地匡の乳幼児健車修査は、 4月か

ら会場が合同になりましたので、ご承知ください。

出4月から、新たに'2歳児教室」が加わりました。

.低肺機能患者とその家族の集い

肺気腫、結核、肺繊維症、気管支ぜんそく、じん肺

など由佳迫症で、体内にじゅうぶんな酸若者を取り込めず、

自切れ、めまい、頭痛などを感じて日常生活に支障をき

たしている皆さんがひとりで悩んだり、家にとじこもり

がちになったりしていませんか。

そんな忠者さんや家族のかたから 『ぜひ集まれる会を』

との希望から、2月7日に保健センターでl回目白集い
を開催しました。

その中では、日ごろの闘病申様子や病気をもちながら

も地域で活躍されている様子をうかがうことができまし

た。そして 『同じ悩みをかかえている人たちは、家にと

じこもりがち』とL寸意見が寄せられました。今後もll!

いを継続させ一人でも多くの出者さんと触れ合い、学ぶ

拐を作って行きたいと目、L、ます。 次回は6月ごろ医師
による講演と相談会を計画しています。

T問い合わせ 健康推進課 (哩胞 8244)

I1iI6ラJi!59. 【B】16 4. 

b対象者 ①初回 平成5年4月l日~平成5年11
月初日の聞に生まれたお子さん、 4月の個別接種対量

者(平成5年12月1日から平成6年5月31日に|聞に生

まれたお子さん)で未接種のかた②追加 平成8年度

に集団接種または個別接種で初回の2圃を接種してあ

るお子さん ③平成5年4月以前に生まれ、初回 ・迫

加が完了していないお子さん T接種方法 相回 1 
-4週間隔で 0.5mlずつ2回接種 追加 初回接種桂、

約1年後に 0.5mlを1回接種 Tl1<付時間 今後l時
30分から2時間分まで T持ち物 母子健康手帳 b 
連軍事項 ①事ちゃん手帳の中白予診梨(85版サイズ)

に記入をして会場にお持ちくださし、。②f*温は会場で測
定してくださL、。③治療中の病気や経過をみていること

がある場合には、 主治医に前もって相談し、診断l'lまた

は意見曹をもらってください (当日接積医が書考にして

接種目可否を決めるので、接種できない場合もあります)。

④ポリオ ・麻しん白予防接種を畳けた幼児は、1か月
聞は予防接種を畳けられません。また、日本脳斑予防

接種後1週間は他の予防接種が畳けられません。⑤そ

の他 赤ちゃん手帳に予防接種に閲する詳しい説明が

載っていますので、よく読んでおでかけくださも、。b聞
い合わせ 健康推進課 (固陶 8244)

・日本脳炎予防接種実施日程表

.日本脳炎予防接種
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